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６月定例議会

たなばたお楽しみ会　よつば保育園

きれいアップ講座（蚕桑地区公民館事業）

船山　　仁
発行責任者・議長

青木　彰榮
委員長

関　千鶴子
副委員長・編集長

佐藤　誠七
委　員

守谷　丹吾
委　員

菅原　隆男
委　員

印刷・㈲梅津印刷

広報委員

追跡レポ
ート追跡レポ
ート

追跡レポ
ート

追跡レポ
ート

町長答弁

どうなった

あの質問のゆくえ

　定例議会で質問された課題が、
その後どのように町政に反映さ
れたかを検証します。

次の定例議会は　　　　  です９月９月９月

議会の様子を見てください
傍聴手続きは簡単、議会事務局（８５ー６１３５）へお問い合わせください。

議会の様子を見てください
議会中継

お手持ちのパソコンでご覧いただけます
録画でもご覧いただけるようになりました
お手持ちのパソコンでご覧いただけます
録画でもご覧いただけるようになりました

HP　http://www.town.shirataka.yamagata.jp/gikai/HP　http://www.town.shirataka.yamagata.jp/gikai/

議会中継もご覧ください議会中継もご覧ください
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・６月定例議会概要

・町への質問・提言（３議員が一般質問）

・委員会レポート

・追跡レポート（あの質問のゆくえ）
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今
年
は
、
何
か
と
中
国
が
話

題
に
な
る
年
の
よ
う
で
す
。
チ

ベ
ッ
ト
自
治
区
で
の
争
い
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
環
境
問
題
、

食
品
へ
の
異
物
混
入
事
件
、
死

者
・
行
方
不
明
者
が
８
万
人
を

超
え
た
四
川
省
の
大
地
震
災
害

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
安

定
し
な
い
政
治
や
原
油
高
騰
の

影
響
が
国
民
の
生
活
を
不
安
定

に
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
「
仕

事
が
嫌
に
な
っ
た
。
む
し
ゃ
く

し
ゃ
し
た
。
誰
で
も
よ
か
っ
た
。」

な
ど
と
無
差
別
殺
傷
事
件
が
起

き
て
い
る
こ
と
に
は
、
腹
立
た

し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
は
、

県
人
を
含
め
22
名
の
方
が
、
死

亡
や
行
方
不
明
に
な
り
ま
し
た
。

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
６
月
16
日
に
は
、
中
津
川
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
も
、
長
井
盆
地
に
は

活
断
層
が
走
っ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
や
は
り
個

人
ご
と
に
も
地
震
対
策
が
必
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
、
町
長
は
秋

の
町
長
選
に
三
度
、
出
馬
す
る

意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。
今
後
、

町
に
と
っ
て
良
い
意
味
で
の
揺

れ
が
起
き
る
の
か
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
　
　
　
（
守
谷
）

地区公民館の新体制は

　町職員を引きあげる新体制への移行は、時期

尚早ではないのですか。社会教育の後退が心配

されます。

地域づくりの拠点としてとらえる

地域主体の運営へ

　従来の行政からの指導・援助という枠を乗り

越える運営が、自立した地域づくりの時代の公

民館と考えています。

　平成１７年度から、地域主体の公民館運営をめざし、公募による公民館職員の配置や、公民館事業

を審議するだけでなく、直接運営にも関わってもらうため公民館運営委員会を設置しました。今まで

と同様、公民館を利用していただいています。

　運営面では「住民が企画段階から公民館事業に関わることができて良かった。」という評価をいた

だいています。

　課題としては、多様化している地域課題を的確に把握し、どのように公民館事業に取り入れていく

かだと考えています。

平成15年12月定例議会
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梅雨の晴れ間に紅花摘み

最上川の文化的景観を軸とした
まちづくり推進会議　設立総会

６月３日㈫

月　日 会　　　　議

議会運営委員会

６月４日㈬ 議会広報特別委員会

６月10日㈫ 本会議、一般質問

６月13日㈮

総務厚生常任委員会６月17日㈫

６月11日㈬
議会運営委員会
本会議

６月19日㈭
本会議
議会広報特別委員会

６月定例議会日程

■
事
前
の
説
明
が
必
要

　
６
月
11
日
、
デ
マ
ン
ド
型
交

通
シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
す
る
補

正
予
算
の
質
疑
の
な
か
で
、
議

員
か
ら
「
事
業
計
画
が
大
幅
に

変
更
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に

議
会
に
対
し
説
明
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
」
と
当
局
に
猛
省

を
促
す
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
定
例
議
会
終
了
後
に
開
催
さ

れ
た
全
員
協
議
会
で
、
８
月
１

日
か
ら
運
行
開
始
す
る
「
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
」
の
概
要
が
当

局
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
、
料
金
設
定
や

使
用
す
る
車
輌
、
停
留
所
に
保

養
セ
ン
タ
ー
「
パ
レ
ス
松
風
」

は
含
ま
れ
な
い
の
か
な
ど
と
い

っ
た
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

■
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

　
生
ま
れ
故
郷
や
白
鷹
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
が
寄
付
金
と
し

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
制
度
の
施
行
に

よ
り
、
そ
の
受
け
皿
と
な
る
「
白

鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
の
第
７
条
に
「
基
金
の

管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
町

長
が
定
め
る
。」
と
あ
り
ま
す
が
、

具
体
的
な
内
容
を
問
わ
れ
、「
基

金
の
使
途
は
、
文
化
振
興
・
人

材
育
成
・
観
光
交
流
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
な
ど
と
し
ま
す
。」

と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
基
金
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
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６月定例議会概要

■ 
文
化
振
興
・
人
材
育
成
な
ど
に
活
用

報告報告議会の動き

当局に配慮ある対応を求める

激動期に対応した 施策の展開を激動期に対応した 施策の展開を

●
定
例
議
会
は
、
６
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
10
日
間
の

　
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
最
初
に
、
最
上
川
流
域
に
あ
る
多
様
な
資
源
を
つ
な

　
い
だ
広
域
観
光
交
流
の
推
進
を
め
ざ
す
こ
と
に
合
意
し
、

　
６
月
６
日
、
「
白
鷹
・
朝
日
・
大
江
広
域
観
光
推
進
協

　
議
会
」
を
設
立
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、

　
①
白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
な
ど
条
例
５
件
、

　
②
20
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
で
す
が
、

　
　
審
議
の
結
果
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
提
出

　
の
請
願
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
は
、
３
名
の
議
員
が
当
面
す
る
町
の
問
題
点

　
や
課
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
任
期
満
了
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
は
、
安
達
和
子
氏
を
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

産建文教常任委員会



加藤　町民の負託に応える責任があると思うが決意は

川をきれいにＥＭ泥だんごつくり（萩野地区）

町長　町民の幸せづくりを原点に三度目の出馬を決意 

一般質問一般質問一般質問

加
藤
秀
人 

議
員

■
行
政
と
民
間
が
一
体
と

　
な
っ
て 

加
藤
　
行
政
と
民
間
の
活
力
を

融
合
さ
せ
て
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
に
い
か
す
こ
と
が
重
要
と

思
い
ま
す
。
行
政
と
民
間
が
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
ど

う
進
め
る
か
伺
い
ま
す
。 

町
長
　
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民

と
行
政
の
共
同
経
営
で
あ
り
ま

す
。
こ
こ
数
年
、
地
域
力
、
町

民
力
を
結
集
し
行
政
と
連
携
し

な
が
ら
多
様
な
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
が
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
息
吹
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
自
ら
の
発
想
と
蓄
積
し
て
き

た
力
を
原
点
に
行
政
機
関
や
団

体
、
個
人
と
の
信
頼
関
係
を
結

び
具
体
的
か 

つ
総
合
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。 

加
藤
　
「
春
サ
ク
ラ
。
夏
は
ベ

ニ
バ
ナ
、
秋
は
ア
ユ
。
冬
は
隠

れ
蕎
麦
屋
の
し
ら
た
か
へ
」
観

光
４
シ
ー
ズ
ン
化
を
ど
う
進
め

る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
季
節
ご
と
に
白
鷹
の
特

色
を
と
ら
え
、
白
鷹
ら
し
い
旅

づ
く
り
の
環
境
整
備
な
ど
を
検

討
し
、
交
流
推
進
や
経
済
活
性

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

加
藤
　
生
産
か
ら
流
通
販
売
ま

で
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
活

用
で
す
す
め
て
は
ど
う
で
す
か
。

町
長
　
何
と
い
っ
て
も
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
で
す
。
白

鷹
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
が

わ
か
る
、
白
鷹
の
暮
ら
し
が
わ

か
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 

加
藤
　
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
、
最

上
川
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
、
関
係
市
町
と

の
連
携
を
ど
う
進
め
ま
す
か
。

町
長
　
観
光
交
流
促
進
の
観
点

か
ら
も
広
域
連
携
を
は
か
り
、

さ
ら
に
相
乗
効
果
を
め
ざ
し
付

加
価
値
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

加
藤
　
交
流
人
口
と
定
住
人
口

を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
ど
う
で
す
か
。

町
長
　
交
流
と
人
口
の
定
着
は

町
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
す
。
「
生
活
と
文
化
、
産
業

に
通
じ
る
居
住
性
豊
か
な
定
住

交
流
社
会
」
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。 

加
藤
　
町
長
は
町
民
の
負
託
に

こ
た
え
る
重
要
な
責
任
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
決
意
の
ほ
ど

を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
私
は
こ
の
時
期
に
あ
た

り
、
町
民
の
幸
せ
づ
く
り
を
原

点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積

を
い
か
し
、
町
民
の
総
意
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
集
大
成
し
な
が
ら
、

全
力
で
町
政
発
展
に
確
実
に
つ

な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
10
月
に
予
定
さ
れ

る
町
長
選
挙
に
初
心
に
か
え
っ

て
三
度
目
の
挑
戦
を
す
る
決
意

に
至
り
ま
し
た
。

■
町
長
の
決
意
を
問
う

■
具
体
的
に
ど
う
進
め
る

　
か

5議会だよりしらたか  第99号

■
減
額
の
理
由
は

■
備
品
を
購
入

議
員
　
県
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ

ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業
補
助
金

３
０
０
万
円
減
額
の
理
由
を
伺

い
ま
す
。

当
局
　
20
年
度
で
県
の
補
助
金

が
終
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、

来
年
度
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
年
度
途
中
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
、
補
助
金
が
少
な
く
な

る
こ
と
か
ら
満
額
補
助
を
受
け

る
た
め
来
年
度
に
申
請
す
る
も

の
で
す
。 

議
員
　
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
教
育
支
援
事
業
の
内

容
を
伺
い
ま
す
。

当
局
　
環
境
教
育
の
取
り
組
み

で
す
。
観
察
、
実
験
を
と
お
し

環
境
意
識
を
高
め
る
た
め
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
燃
料
電

池
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど

の
備
品
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

平
成
　
年
度
　
補
正
予
算

20

　
医
療
給
付
事
業
に
関
す
る
も

の
で
、
乳
幼
児
医
療
給
付
の
対

象
者
の
所
得
制
限
額
を
、
７
月

１
日
か
ら
一
律
１
５
９
万
円
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。 

 

　
子
育
て
世
代
に
対
し
優
良
な

支
援
住
宅
を
提
供
し
ま
す
。

　
入
居
者
は
所
得
の
条
件
も
あ

り
ま
す
が
、
小
学
校
就
学
前
の

子
供
が
中
学
校
に
就
学
す
る
年

の
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
新
た
に
子
供
が
出
生
し
た
場

合
は
入
居
期
間
を
延
長
で
き
る

も
の
で
す
。 

　
個
人
住
民
税
の
一
部
を
生
ま

れ
故
郷
の
自
治
体
な
ど
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。 

　
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
も
含
め
、
医
療
行
為

に
か
か
る
診
療
報
酬
の
算
定
方

法
の
改
訂
に
と
も
な
い
改
正
し

た
も
の
で
す
。

条
例
の
廃
止 

　
直
接
雇
用
か
ら
事
業
者
委
託

へ
移
行
す
る
た
め
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

条　例

新しくなること

などに

総額　億6,148万円となる72総額　億6,148万円となる74

補
正
の
主
な
も
の

●
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

　
・
デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業
　
　
　
　
　
　
　
▲
２
１
７
万
円 

　
・
四
季
の
郷
住
宅
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
万
円 

　
・
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
※
　
　
　
　
１
２
４
７
万
円 

　
・
や
ま
が
た
新
時
代
産
地
形
成
事
業
　
　
　
　
　
　
２
６
６
万
円

　
　
（
耕
作
放
棄
地
基
盤
整
備
事
業
） 

　
・
観
光
交
流
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
万
円 

　
・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
万
円 

　
・
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
教
育
支
援
事
業
　
９
９
万
円

　
　
な
ど
で
す
。

●
財
源
は
、
国
県
支
出
金
、
地
方
債
や
繰
越
金
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

質 疑

一般
会計

四季の郷
住宅整備事業 4,1484,148万円を追加補正万円を追加補正

子育て支援住宅　完成予定図

4 議会だよりしらたか  第99号

白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
条
例
が
制
定

白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

白
鷹
町
語
学
指
導
等
に
従

事
す
る
外
国
人
の
給
与
、

旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例

乳
幼
児
医
療
給
付
の
対
象

者
を
見
直
し

入
居
基
準

平成20年度補正予算総括表

4,148万円

3億7,450万円

8,851万円

74億6,148万円

11億6,391万円

2億4,389万円

一般会計

下水道
特別会計

企業会計 水道 資本的支出

271万円 2億9,972万円老人保健

会計項目 補 正 額 補正後の額

※
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

　
還
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
公
債
費
負
担
の

軽
減
対
策
と
し
て
平
成
19
年
度
か

ら
３
年
間
で
高
利
率
の
公
的
資
金

の
繰
上
償
還
（
低
利
率
借
換
え
）

を
認
め
る
も
の
で
す
。

　
通
常
、
地
方
債
を
繰
上
げ
償
還

す
る
場
合
、
補
償
金
を
支
払
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
改

革
な
ど
一
定
の
条
件
を
前
提
と
し

て
こ
の
補
償
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。



佐竹　養豚業者の環境問題に実効性のある改善を

白鷹ニュータウン公園
改善が課題

議会だよりしらたか  第99号

町長　全力で現在の状況を改善するように努めます

今
野
　
行
政
の
責
任
と
役
割
を
ど
う
と
ら
え
る
か

町
長
　
町
づ
く
り
の
方
向
性
に
従
っ
た
施
策
の
展
開
を
は
か
る

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

佐
竹
典
明 

議
員

議会だよりしらたか  第99号

■
町
民
が
欲
し
い
情
報
の

　
提
供
や
公
開
を
求
む

■
設
計
変
更
に
問
題
は
な

　
い
か

今
野
　
第
４
次
総
合
計
画
も
終

盤
に
入
り
、
第
５
次
に
向
け
て

計
画
策
定
に
入
る
時
期
で
す
。

　
行
政
は
、
世
論
を
と
ら
え
、

一
定
の
成
果
や
、
結
果
を
出
す

責
任
と
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
地
域
づ
く
り
の
支
援
策
や
先

進
地
事
例
な
ど
を
公
民
館
に
掲

示
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
ま
た
、
本
町
の
今
後
の
公
共

事
業
費（
投
資
的
経
費
）の
状
況

な
ど
を
示
し
、
関
係
者
に
事
業

計
画
や
展
望
を
た
て
て
も
ら
う

こ
と
は
、
大
事
な
こ
と
と
思
い

ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

町
長
　
的
確
な
情
報
の
伝
達
に

は
、
町
報
、
公
民
館
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
年
間
予
算
を
わ
か

り
や
す
く
示
し
た
「
わ
か
る
　

ま
ち
の
し
ご
と
」
の
発
刊
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
公
民
館
を
活
用
し

て
掲
示
す
る
な
ど
、
よ
り
的
確
、

斬
新
な
情
報
伝
達
の
方
法
を
検

討
し
、
情
報
提
供
や
公
開
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

今
野
　
財
産
や
施
設
の
管
理
責

任
は
行
政
に
あ
り
ま
す
。
白
鷹

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
公
園（
宝
前
町
）

は
、
都
市
公
園
で
す
が
、
桜
の

生
育
が
順
調
で
な
く
、
適
切
な

管
理
が
さ
れ
て
な
い
と
思
う
が

ど
う
で
す
か
。

町
長
　
専
門
家
の
指
導
を
お
願

い
し
て
桜
を
い
か
す
よ
う
に
し
、

今
後
は
、
都
市
公
園
と
し
て
の

機
能
を
保
っ
て
い
く
よ
う
に
管

理
に
努
め
ま
す
。

今
野
　
交
流
人
口
拡
大
策
を
超

え
た
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
確
実
な
施
策
が
必
要
で

す
。

　
企
業
誘
致
を
、
町
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
し
て
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
で
す
か
。

町
長
　
企
業
誘
致
は
、
地
域
の

活
性
化
と
い
う
視
点
で
極
め
て

大
事
で
す
。
働
く
場
の
確
保
な

し
に
、
人
口
の
定
着
は
な
い
の

で
、
是
非
と
も
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
入
れ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

今
野
　
昨
春
の
町
議
会
選
挙
は
、

訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
第
三
者
機

関
に
よ
っ
て
結
論
が
出
さ
れ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
期
町
議
会
選
挙
で
誤
記
・

混
記
の
な
い
よ
う
に
改
善
・
研

究
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ど
う

で
す
か
。

町
長
　
電
子
投
票
や
記
号
式
投

票
の
方
式
も
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り
現

段
階
で
は
記
名
式
投
票
が
原
則

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
、
選
挙
管
理

委
員
会
で
正
し
い
判
断
や
今
後

の
対
応
を
検
討
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

佐
竹
　
前
回
の
合
同
常
任
委
員

会
協
議
会
で
、「
新
牧
場
を
建
設

中
に
、
途
中
で
設
計
変
更
し
た

こ
と
を
把
握
し
て
い
た
の
か
。」

と
い
う
質
問
に
、
担
当
課
長
は
、

「
補
助
事
業
上
と
現
場
の
施
工

上
の
変
更
手
続
き
は
違
う
。」と

い
う
認
識
を
示
し
ま
し
た
。
建

設
時
の
変
更
で
、
手
続
き
に
問

題
は
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
補
助
事
業
の
変
更
交
付

申
請
が
必
要
な
要
件
は
、
事
業

実
施
主
体
の
変
更
、
設
置
場
所

の
変
更
、
事
業
費
の
３
割
を
超

え
る
増
減
が
あ
っ
た
と
き
で
あ

り
、
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

も
の
で
し
た
。

佐
竹
　
新
牧
場
に
は
、
ば
く
大

な
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
ま
し

た
。
町
か
ら
は
環
境
対
策
費
補

助
１
２
０
０
万
円
や
建
設
借
入

資
金
の
利
子
補
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
の
経
営
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
不
幸
に

も
事
業
が
破
綻
し
て
、
公
的
資

金
が
返
済
さ
れ
な
い
時
の
責
任

は
ど
こ
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
経
営
状
況
は
、
個
人
情

報
に
な
る
の
で
答
え
ら
れ
る
範

囲
に
な
り
ま
す
が
、
原
油
や
輸

入
飼
料
の
高
騰
に
よ
り
、
経
営

の
悪
化
を
招
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
　
制
度
資
金
の
町
の
利
子
補
給

は
、
19
年
度
の
返
済
が
滞
っ
て

い
る
の
で
、
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

産
業
振
興
課
長
　
公
的
資
金
の

返
済
が
な
い
時
の
責
任
は
、
公

庫
へ
の
返
済
な
の
で
借
り
入
れ

を
し
た
事
業
者
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
補
助
事
業
の
補
助
金
は
、
交

付
要
綱
な
ど
に
基
づ
い
て
手
続

き
が
出
て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

佐
竹
　
町
長
は
つ
い
最
近
ま
で

「
新
牧
場
は
、
悪
臭
や
汚
水
を

出
さ
な
い
最
新
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
住
民
に
は
一
切
迷
惑
を
か
け

な
い
。
」
と
公
言
し
て
き
ま
し

た
が
、
現
実
は
違
っ
て
い
ま
す
。

「
住
民
に
謝
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す

が
そ
の
責
任
は
ど
う
し
ま
す
か
。

町
長
　
確
約
書
や
協
定
書
で
悪

臭
を
出
さ
な
い
と
し
な
が
ら
守

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で

す
。
一
日
も
早
く
改
善
を
は
か

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
責
任

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佐
竹
　
排
水
に
つ
い
て
は
県
か

ら
改
善
命
令
が
で
て
い
ま
す
が
、

臭
い
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
新

牧
場
の
臭
い
は
「
指
導
す
る
。」

と
い
っ
て
か
ら
４
年
、
旧
牧
場

か
ら
す
れ
ば
20
年
以
上
、
解
決

の
め
ど
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

実
効
性
の
あ
る
対
策
が
で
き
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
悪
臭
を
出
さ
な
い
対
応

と
し
て
、
今
ま
で
の
指
導
を
さ

ら
に
強
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
一
点
。
限
度
を
超
え
る
よ
う

な
場
合
は
、
公
害
防
止
協
定
な

ど
も
含
め
、
地
域
住
民
の
方
と

事
業
者
の
合
意
を
明
確
に
し
て
、

規
制
を
は
か
る
の
が
二
点
目
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
全
力
で
、
現
在
の
状
況
を
改

善
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

■
実
効
性
の
あ
る
対
策

今野正明 議員

■
都
市
公
園
の
管
理
は
十

　
分
か

■
企
業
誘
致
を
マ
ニ
フ
ェ

　
ス
ト
に

■
公
的
資
金
が
返
済
さ
れ

　
な
い
と
き
の
責
任
は

■
臭
い
を
出
さ
な
い
最
新

　
シ
ス
テ
ム
に
疑
問

67

■
誤
記
、
混
記
の
な
い
よ

　
う
に



　
６
月
２
日
、
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
子
育
て
支
援
住
宅

の
入
居
基
準
と
、
外
構
工
事
の

前
倒
し
、
省
エ
ネ
に
配
慮
し
た

高
断
熱
樹
脂
サ
ッ
シ
を
入
れ
る

た
め
、
四
季
の
郷
住
宅
整
備
事

業
に
２
０
０
０
万
円
の
追
加
補

正
を
し
た
い
と
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
①
核
家
族
推

進
住
宅
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

べ
き
。
②
町
内
土
建
業
者
を
活

用
す
る
観
点
か
ら
分
割
発
注
を

検
討
す
べ
き
。
③
民
間
ア
パ
ー

ト
業
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
べ
き

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

３
月
定
例
議
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
市
町
村
合
併

検
討
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　

菅
　
祐
二
）が
６
月
19
日
開
催
さ

れ
、
当
局
か
ら
は
米
沢
市
長
が

呼
び
か
け
人
と
な
り
す
す
め
て

き
た
「
置
賜
広
域
合
併
勉
強
会
」

の
経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
委
員
会
で
の
検

討
課
題
を
整
理
し
、
本
委
員
会

に
提
起
す
る
た
め
に
小
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
に
、

（
小
委
員
長
　
加
藤
　
副
委
員

長
　
佐
藤
　
委
員
　
青
木
　
守

谷
　
関
）
５
名
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
６
月
17
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
請
願

審
査
１
件
と
議
会
へ
の
報
告
が
必
要
で
あ

る
経
営
状
況
報
告
２
件
と
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤
廃
を
求
め

る
意
見
書
提
出
」
の
請
願
に
つ
い
て
は
、

各
委
員
と
も
課
題
は
あ
る
と
し
な
が
ら
も

国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
す
る
と
と
も
に

政
府
の
、
見
直
し
案
が
出
て
き
て
い
る
な

か
、
制
度
撤
廃
の
意
見
書
提
出
に
は
賛
成

で
き
な
い
と
す
る
意
見
が
多
数
を
し
め
、

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
務
政
策
課
か
ら
、
土
地
開
発
公
社
の

決
算
は
、
定
期
預
金
が
１
億
４
０
０
０
万

円
あ
る
な
ど
、
経
営
状
況
は
大
変
良
好
で

あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
病
院
か
ら
は
、
（
有
）
ケ
イ
エ
ス
し
ら

た
か
の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
所
管
事
務
調
査
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
課
よ
り

・
町
立
病
院
の
近
況

・
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

・
19
年
度
町
税
等
の
収
納
率
、
税
源
移
譲

　
に
よ
る
住
民
税
の
還
付
に
つ
い
て

・
保
険
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ

い
て
は
、
当
初
計
画
と
変
更
に
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
説
明
が
補
正
予
算

可
決
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

は
、
条
例
制
定
後
の
説
明
と
な
っ
た
た
め
、

議
会
に
対
し
事
前
に
説
明
を
行
う
な
ど
、

も
っ
と
配
慮
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
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後期高齢者医療制度の撤廃を求める意見書提出の請願を不採択総務厚生株式会社アーレスティ山形の第２期拡張工事に期待産建文教

常任委員会

特別委員会
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ふるさと納税　第一号　童門冬二氏

委員会レポート委員会レポート委員会レポート

（仮称）文化交流センター　現地調査

鮎貝まちづくり事業調査特別委員会市町村合併検討特別委員会

町
内
業
者
へ
発
注
を

さ
ら
に
小
委
員
会
を
設
置どうなるか　市町村合併

（株）アーレスティ山形　現地調査

　
６
月
13
日
、
委
員
会
を
開
催
し
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
産
業
振
興
課
か
ら
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財

団
の
平
成
19
年
度
事
業
報
告
が
あ
り
、
公

益
、
収
益
を
総
括
し
た
当
期
損
益
は
、
燃

料
高
騰
の
影
響
か
ら
源
泉
管
理
受
託
事
業

に
町
の
特
別
対
策
補
助
金
５
８
６
万
円
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
約
11
万
円
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
。

　
収
益
事
業
の
減
収
は
、
宴
会
の
小
口
化
、

宿
泊
者
の
少
人
数
化
や
単
身
で
の
利
用
、

入
湯
客
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
「
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ

た
の
か
。
」
と
い
う
質
問
に
、
昨
年
か
ら

改
善
計
画
を
も
と
に
、
経
費
の
削
減
や
営

業
力
の
強
化
に
努
め
な
が
ら
配
置
替
え
な

ど
の
内
部
改
善
も
行
っ
て
い
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
所
管
事
務
調
査
で
は
、
担
当
課
よ
り

・
県
立
高
等
学
校
の
発
展
存
続
へ
の
対
応

・
浄
水
場
送
水
管
敷
設
替
工
事

・
白
鷹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

・
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
概
要

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
移
転

・
（
株
）
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形
の
状
況

・
最
上
川
の
文
化
的
景
観
を
軸
と
し
た
ま

　
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
県
立
高
等
学
校
に
関
し
、

教
育
委
員
会
か
ら
「
県
立
高
等
学
校
構
想

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
や
６
月
27
日
に
、
町
長
、
検
討

委
員
会
長（
奥
山
正
雄
氏
）、
教
育
委
員
長

が
県
教
育
長
及
び
教
育
庁
担
当
者
へ
要
望

書
の
提
出
を
行
う
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
津
島
台
の
浄
水
場
送
水

管
敷
設
替
工
事
現
場
と
（
株
）
ア
ー
レ
ス

テ
ィ
山
形
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
株
）
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形
は
、
第
２
期

の
拡
張
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
本
年
中

に
稼
働
し
た
い
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
在
の
雇
用
者
は
約
２
１
０
名
で
、
町

内
の
方
は
約
65
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
拡
張
に
よ
り
約
40
名
を
新
規
採

用
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
雇
用
拡
大
な
ど
に
期
待
を
し
ま
し

た
。



請
願

審査の結果はどうなった
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人
　
事
　
・
　
請
　
願
　
・
　
契
　
約

人  事

野外施設は好調　パレス松風

経営報告
外郭団体

◇
パ
ソ
コ
ン
講
習
会 

　
受
講
者
総
数
：
２
２
１
名

　
延
べ
日
数
：
31
日

◇
情
報
セ
ン
タ
ー

　
会
員
数
　
　
個
人
：
２
５
１
名
　
法
人
：
46
団
体

　
パ
ソ
コ
ン
救
急
出
張
サ
ポ
ー
ト
（
無
料
）

　
ソ
フ
ト
開
発
受
託
・
設
定

◇
パ
レ
ス
松
風(

鷹
野
湯
温
泉)

入
湯
者
数 

　
入
湯
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
今
期
の

利
用
客
数
は
８
万
１
２
０
２
名
、
前
年
に
比
べ
５
８

７
７
名
、
17
年
度
に
比
べ
１
万
２
４
２
４
名
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。 

 

◇
公
益
事
業 

　
収
入
合
計
７
１
９
８
万
円
（
特
別
対
策
補
助
金
５

８
６
万
円
を
含
む
）
、
支
出
合
計
７
０
９
３
万
円
と

な
り
１
０
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。 

◇
収
益
事
業 

　
営
業
収
入
３
億
８
１
１
万
円
、
営
業
費
用
３
億
８

３
０
万
円
と
な
り
野
外
施
設
を
除
く
す
べ
て
の
分
野

で
前
年
を
下
回
り
、
支
払
利
息
を
含
め
、
94
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

◇
土
地
造
成
事
業 

　
鮎
貝
工
業
用
地
９
１
４
９
㎡
を
エ
ナ
ー
テ
ッ
ク（
株
）

に
売
却
し
ま
し
た
。 

◇
受
託
事
業 

　
所
有
権
移
転
69
筆
、
住
所
変
更
４
筆
、
相
続
15
筆
、

所
有
権
保
存
１
筆
の
各
登
記
を
行
い
ま
し
た
。 

 

◇
収
入 

　
鮎
貝
工
業
用
地
売
却
収
入
、
そ
の
他
の
収
入
を
合

計
し
て
５
３
５
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

◇
支
出 

　
工
業
用
地
売
却
原
価
と
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

合
計
５
１
５
３
万
円
と
な
り
差
引
１
９
８
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

白鷹町土地開発公社

操業を開始した
エナ－テック（株）白鷹工場

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団

（財）
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団

（財）

白鷹町土地開発公社

ケ
イ
エ
ス
し
ら
た
か

（有）
ケ
イ
エ
ス
し
ら
た
か

（有）

町立病院（医療事務）

平
成
19
年
度
事
業

平
成
19
年
度
事
業

平
成
19
年
度
決
算

◇
業
務
受
注
状
況 

　
受
注
先
　
　
町
立
病
院
　
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
町
民
税
務
課
　
　
健
康
福
祉
課

◇
理
事
、
職
員
数 

　
理
事
　
２
名
（
非
常
勤
・
無
給) 

　
職
員
　
25
名
　 

　
　
病
院
医
療
事
務
員
９
名
・
病
院
事
務
補
助
員
２
名
・
訪
問

　
　
看
護
医
療
事
務
員
１
名
・
技
術
室
等
補
助
員
３
名
・
調
理

　
　
業
務
員
６
名
・
国
民
健
康
保
険
医
療
事
務
員
１
名
・
保
育

　
　
士
３
名 

 

◇
事
業
収
益

　
６
７
４
９
万
円 

◇
事
業
費
用

　
６
７
２
４
万
円 

　(

人
件
費
６
７
１
４
万
円)

◇
当
期
純
利
益

　
10
万
円

（
税
引
き
後
）

平
成
19
年
度
事
業

平
成
19
年
度
決
算

平
成
19
年
度
決
算

大
幅
な
経
営
改
善
を

主
に
町
立
病
院
の
医
療
事
務
に
従
事

７月19日で任期満了となる白鷹町固定

資産評価審査委員会委員は安達和子氏

が全会一致で同意され再任されました。

安達和子氏

前号の８ページで紹介した、写真説明の

ひらび園は、「わらび園」の誤りでした。
お詫びして訂正いたします。

不採択になった請願
●後期高齢者医療制度の撤廃を求める意見書提出に
　関する請願
請願者　山形市飯田西1-2-30

　　　　山形県社会保障推進協議会　会長　高木　紘一

　　　　　　　　　（不採択に賛成　９人　反対　４人）

工　事　名　白鷹町プール整備工事

工　事　場　所　白鷹町大字荒砥乙地内（東中）

契　約　金　額　１億4700万円

契約の相手方　白鷹町大字滝野764番地1

　　　　　　　共栄建運株式会社

　　　　　　　代表取締役　小松　弘

契　約

議会だよりしらたか  第99号 11



議会だより

Vol.99
2008.７.22

しらたかしらたかしらたか

議
会
だ
よ
り
し
ら
た
か  

第
９
９
号
　
発
行
責
任
者
　
白
鷹
町
議
会
　
　
　
議
長
　
船
山
　
仁 

　 

編
集
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　
　
　
〒9

9
2ー
0
8
9
2

　
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３
番
地

電
話 0

2
3
8
-
8
5
-
6
1
3
5

　fa
x
 0
2
3
8
-
8
5
-
2
1
2
8

　
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
付
の
と
き
は
、議
会
事
務
局
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 E

-
m
a
il  g
ik
a
ijim
u
@
so
.to
w
n
.sh
ira
ta
k
a
.y
a
m
a
g
a
ta
.jp

　H
P
  h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.sh
ira
ta
k
a
.y
a
m
a
g
a
ta
.jp
/
g
ik
a
i/ 12 議会だよりしらたか  第99号

６月定例議会

たなばたお楽しみ会　よつば保育園

きれいアップ講座（蚕桑地区公民館事業）

船山　　仁
発行責任者・議長

青木　彰榮
委員長

関　千鶴子
副委員長・編集長

佐藤　誠七
委　員

守谷　丹吾
委　員

菅原　隆男
委　員

印刷・㈲梅津印刷

広報委員

追跡レポ
ート追跡レポ
ート

追跡レポ
ート

追跡レポ
ート

町長答弁

どうなった

あの質問のゆくえ

　定例議会で質問された課題が、
その後どのように町政に反映さ
れたかを検証します。

次の定例議会は　　　　  です９月９月９月

議会の様子を見てください
傍聴手続きは簡単、議会事務局（８５ー６１３５）へお問い合わせください。

議会の様子を見てください
議会中継

お手持ちのパソコンでご覧いただけます
録画でもご覧いただけるようになりました
お手持ちのパソコンでご覧いただけます
録画でもご覧いただけるようになりました

HP　http://www.town.shirataka.yamagata.jp/gikai/HP　http://www.town.shirataka.yamagata.jp/gikai/

議会中継もご覧ください議会中継もご覧ください

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

p

・６月定例議会概要

・町への質問・提言（３議員が一般質問）

・委員会レポート

・追跡レポート（あの質問のゆくえ）

p

p

● ８月１日からデマンドタクシーがスタート p

橋本町長　 期目に向けて出馬表明橋本町長 　期目に向けて出馬表明橋本町長　 期目に向けて出馬表明333 5

3

2

12

・・

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

p9p～8

p～5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

p・・

　
今
年
は
、
何
か
と
中
国
が
話

題
に
な
る
年
の
よ
う
で
す
。
チ

ベ
ッ
ト
自
治
区
で
の
争
い
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
環
境
問
題
、

食
品
へ
の
異
物
混
入
事
件
、
死

者
・
行
方
不
明
者
が
８
万
人
を

超
え
た
四
川
省
の
大
地
震
災
害

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
安

定
し
な
い
政
治
や
原
油
高
騰
の

影
響
が
国
民
の
生
活
を
不
安
定

に
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
「
仕

事
が
嫌
に
な
っ
た
。
む
し
ゃ
く

し
ゃ
し
た
。
誰
で
も
よ
か
っ
た
。」

な
ど
と
無
差
別
殺
傷
事
件
が
起

き
て
い
る
こ
と
に
は
、
腹
立
た

し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
は
、

県
人
を
含
め
22
名
の
方
が
、
死

亡
や
行
方
不
明
に
な
り
ま
し
た
。

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
６
月
16
日
に
は
、
中
津
川
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
も
、
長
井
盆
地
に
は

活
断
層
が
走
っ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
や
は
り
個

人
ご
と
に
も
地
震
対
策
が
必
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
、
町
長
は
秋

の
町
長
選
に
三
度
、
出
馬
す
る

意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。
今
後
、

町
に
と
っ
て
良
い
意
味
で
の
揺

れ
が
起
き
る
の
か
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
　
　
　
（
守
谷
）

地区公民館の新体制は

　町職員を引きあげる新体制への移行は、時期

尚早ではないのですか。社会教育の後退が心配

されます。

地域づくりの拠点としてとらえる

地域主体の運営へ

　従来の行政からの指導・援助という枠を乗り

越える運営が、自立した地域づくりの時代の公

民館と考えています。

　平成１７年度から、地域主体の公民館運営をめざし、公募による公民館職員の配置や、公民館事業

を審議するだけでなく、直接運営にも関わってもらうため公民館運営委員会を設置しました。今まで

と同様、公民館を利用していただいています。

　運営面では「住民が企画段階から公民館事業に関わることができて良かった。」という評価をいた

だいています。

　課題としては、多様化している地域課題を的確に把握し、どのように公民館事業に取り入れていく

かだと考えています。

平成15年12月定例議会
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